
1.「仙台防災枠組」の概要と防災における消防の役割
2.災害への備えと減災活動に関する講義
3.火災防御訓練に関する講義、実技訓練等
4.火災調査に関する講義等
5.安全管理に関する講義等
6.指揮理論に関する講義等
7.消防車両、機械器具に関する講義、実技訓練等
8.火災現場における救出救助及び応急手当に関する講義、実技訓練等
9.火災予防に関する講義等
10.地域防災活動に関する講義等
11.アクションプラン作成作業、発表
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【案件目標】
研修で習得した消火技術、消防・防災活動が活動計画に基づき実施され、所属組織の消防・防
災体制が改善される。

【成果】
1.日本における火災予防、防災に関する基本的知識を理解できる。
2.それらの技術･知識を活用し、参加国の状況に応じて適切に部隊を運用することができる。
3.部隊活動の中で、各種火災に対する消火方法、消防資機材の適切な取扱い、火災現場におけ
る救急・救助が実践できる。
4.帰国後の普及活動を計画することができる。
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【対象組織】
中央政府・地方政府又は民間の消防担当機
関

【対象人材】
1. 現在または将来、消防の現場指揮官お
よび消防研修機関の教官などになることが
見込まれる者
2.現在消防業務に従事しており、少なくと
も5年以上の経験を有する者
3.大学卒又はそれと同等の者
4.原則45歳以下での業務に支障がない者
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対象国の条件：

副分野課題：

「仙台防災枠組」における「災害リスクを理解」、「効果的な応急対応のための災害への備え」への取組みとして、様々な火災を想定した
消火・救助技術の実技習得に加え、地域に実施する防災啓発活動など消防局の防災の取り組みなど、自国での応用可能な消防・防災の日本
の技術を学ぶ。30年以上の研修受入の経験を活かし、参加国の状況を踏まえた消火技術および消防・防災に関する質の高い研修を受講でき
る。
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